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平成26年 6月定例会は、次の日程で開催される予定です。

６月定例会のお知らせ
月　日 内容 時刻 概　　　要
5月30日㈮ 委員会 午前9時 議会運営委員会
6月　6　日㈮ 本会議 午前9時 開会、所信表明演説、議案上程
6月18日㈬ 本会議 午前9時 所信表明に対する代表質問
6月19日㈭ 本会議 午前9時 一般質問
6月20日㈮ 本会議 午前9時 一般質問
6月23日㈪ 本会議 午前9時 一般質問
6月24日㈫ 本会議 午前9時 一般質問

6月26日㈭
本会議 午前9時 議案質疑
委員会 本会議終了後 予算決算常任委員会

6月27日㈮ 委員会 午前9時 総務財政市民常任委員会・分科会
6月30日㈪ 委員会 午前9時 福祉健康常任委員会・分科会
7月　1　日㈫ 委員会 午前9時 建設上下水道常任委員会・分科会
7月　2　日㈬ 委員会 午前9時 教育環境常任委員会・分科会

7月　8　日㈫
委員会 午前9時 予算決算常任委員会
本会議 委員会終了後 討論・採決、閉会
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　平成 26年 2月定例会は、2月 3日（月）から 3月 6日（木）までの 32日間の会期で開催されました。
　市長提出議案は、「平成 26年度久喜市一般会計予算について」、「平成 26年度久喜市国民健康保険特別会計予
算について」、「平成 26年度久喜市水道事業会計予算について」をはじめ、合計 31件がすべて原案どおり可決・
同意されました。また、議員提出議案 1件が否決となりました。

2月定例会の概要 会期2/3㈪～ 3/6㈭

議席№ 氏　名 （会　派） 常任委員会（◎委員長 , ○副委員長）
1 渡 辺 　 昌 代 （共　産　党） 予 算 決 算 福 祉 健 康
2 石 田 　 利 春 （共　産　党） 予 算 決 算 建設上下水道
3 木 村 　 奉 憲 （共　産　党） 予 算 決 算 総務財政市民
4 杉 野 　 　 修 � （共　産　党） 予 算 決 算 教 育 環 境
5 梅 田 　 修 一 （飛　　　翔） 予 算 決 算 建設上下水道 ○
6 井 上 　 忠 昭 （飛　　　翔） 予 算 決 算 総務財政市民
7 大 谷 　 和 子 （飛　　　翔） 予 算 決 算 教 育 環 境 ◎

―
9 園 部 　 茂 雄 （政�策�会�議） 予 算 決 算 ○ 建設上下水道
10 春 山 　 千 明 （政�策�会�議） 予 算 決 算 教 育 環 境 ○
11 猪 股 　 和 雄 （市民の政治） 予 算 決 算 福 祉 健 康
12 田 村 　 栄 子 （市民の政治） 予 算 決 算 福 祉 健 康
13 齋 藤 　 広 子 （公　明　党） 予 算 決 算 福 祉 健 康

―
15 矢 﨑 　 　 康 （公　明　党） 予 算 決 算 福 祉 健 康 ◎
16 鈴 木 　 精 一 （飛　　　翔） 予 算 決 算 総務財政市民 ◎
17 並 木 　 隆 一 （飛　　　翔） 予 算 決 算 建設上下水道
18 鈴 木 　 松 蔵 （飛　　　翔） 予 算 決 算 教 育 環 境
19 盛 永 　 圭 子 （飛　　　翔） 予 算 決 算 福 祉 健 康 ○
20 柿 沼 　 繁 男 （飛　　　翔） 予 算 決 算 教 育 環 境
21 富 澤 　 孝 至 （政�策�会�議） 予 算 決 算 建設上下水道 ◎
22 石 川 　 忠 義 （政�策�会�議） 予 算 決 算 教 育 環 境
23 新 井 　 勝 行 （政�策�会�議） 予 算 決 算 総務財政市民
24 内 田 　 　 正 （政�策�会�議） 予 算 決 算 総務財政市民
25 岡 崎 　 克 巳 （公　明　党） 予 算 決 算 建設上下水道 �
26 足 立 　 　 清 （公　明　党） 予 算 決 算 総務財政市民 ○
27 戸 ヶ 崎 　 博 （公　明　党） 予 算 決 算 教 育 環 境
28 松 村 　 茂 夫 （飛　　　翔） 予 算 決 算 総務財政市民
29 青 木 　 信 男 （飛　　　翔） 予 算 決 算 教 育 環 境
30 宮 﨑 　 利 造 （飛　　　翔） 予 算 決 算 建設上下水道
31 大 鹿 　 良 夫 （飛　　　翔） 予 算 決 算 ◎ 福 祉 健 康
32 山 田 　 達 雄 （飛　　　翔） 予 算 決 算 総務財政市民
33 岸 　 　 輝 美 （飛　　　翔） ― 福 祉 健 康
34 鎌 田 　 忠 保 （飛　　　翔） ― 建設上下水道 �

議  員  名  簿
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※付託委員会
(予 )�予算決算常任委員会　　　　(議 )�議会運営委員会
(総 )�総務財政市民常任委員会　　(建 )�建設上下水道常任委員会
(福 )�福祉健康常任委員会　　　　(教 )�教育環境常任委員会

○…賛成　　×…反対　　▲…退席
飛翔…飛翔　　政策…政策会議　　公明…公明党久喜市議会議員団
共産…日本共産党久喜市議団　　　市民…市民の政治を進める会　

○ 2月定例会（市長提出議案）

議案番号 件　　　　　　　　名
会派名 議決

結果飛翔 政策 公明 共産 市民

議案第1号 平成25年度久喜市一般会計補正予算（第5号）について ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第2号 平成25年度久喜市一般会計補正予算（第6号）について（予） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第3号 平成25年度久喜市国民健康保険特別会計補正予算
（第2号）について（福） ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第4号 平成25年度久喜市介護保険特別会計補正予算
（第3号）について（福） ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第5号 平成25年度久喜市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第3号）について（福） ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第6号 平成25年度久喜市下水道事業特別会計補正予算
（第3号）について（建） ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第7号 平成25年度久喜市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第3号）について（建） ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第8号 平成25年度久喜市土地区画整理事業特別会計補正予算
（第2号）について（建） ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第9号
平成26年度久喜市一般会計予算について（予） ○ ○ ○ × ○ 原案

可決

平成26年度久喜市一般会計予算に対する修正案 × × × ○ × 否決

議案第10号
平成26年度久喜市国民健康保険特別会計予算について（福） ○ ○ ○ × ○ 原案

可決

平成26年度久喜市国民健康保険特別会計予算に対する修正案 × × × ○ × 否決

議案第11号
平成26年度久喜市介護保険特別会計予算について（福） ○ ○ ○ × ○ 原案

可決

平成26年度久喜市介護保険特別会計予算に対する修正案 × × × ○ × 否決

議案第12号 平成26年度久喜市後期高齢者医療特別会計予算について（福） ○ ○ ○ × ○ 原案
可決

議案第13号 平成26年度久喜市下水道事業特別会計予算について（建） ○ ○ ○ × ○ 原案
可決

議案第14号 平成26年度久喜市農業集落排水事業特別会計予算について（建） ○ ○ ○ × ○ 原案
可決

議案第15号 平成26年度久喜市土地区画整理事業特別会計予算について（建） ○ ○ ○ × ○ 原案
可決

議案第16号 平成26年度久喜市土地取得特別会計予算について（総） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第17号
平成26年度久喜市水道事業会計予算について（建） ○ ○ ○ × ○ 原案

可決

平成26年度久喜市水道事業会計予算に対する修正案 × × × ○ × 否決

提出議案とその結果
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※�各議案の詳細については、久喜市議会ホームページ (http://www.city.kuki.lg.jp/section/gikai/gikai.html)か
らご覧いただけます。

                                                

                                                

議案番号 件　　　　　　　　名
会派名 議決

結果飛翔 政策 公明 共産 市民

議案第18号 久喜市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例（総） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第19号 久喜市手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例（建） ○ ○ ○ × ○ 原案
可決

議案第20号 久喜市社会教育委員条例の一部を改正する条例（教） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第21号 久喜市立体育施設条例の一部を改正する条例（教） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第22号 久喜市栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例（教） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第23号 久喜市建築審査会条例の一部を改正する条例（建） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第24号 財産の取得について（総） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第25号 路線の認定について（建） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第26号 路線の廃止について（建） ○13
▲　1　 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第27号 平成25年度久喜市一般会計補正予算（第7号）について（予） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第28号 平成26年度久喜市一般会計補正予算（第1号）について（予） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第29号 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について（総） ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第30号 久喜市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第31号 久喜市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ 2月定例会（議員提出議案）

議案番号 件　　　　　　　　名
会派名 議決

結果飛翔 政策 公明 共産 市民

意見第1号 特定秘密保護法の廃止を求める意見書 × × × ○ ○1
×1 否決

●久喜市人権擁護委員

　榎
えの
本
もと
　恭

きょうこ
子　氏（久喜市久喜中央 2丁目）

　橋
はし
本
もと
　久

ひさ
雄
お
　氏（久喜市久喜中央 3丁目）

下記の人事について議会の意見を求められ、同意しました。○人事議案
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平成26年度施政方針

平成26年度施政方針に対する代表質問

　2月定例会初日に、田中市長が市政運営ならびに予算編成の基本方針演説を行い、
その演説に対し、各会派から2月11日に代表質問が行われました。その概要について
掲載します。なお、演説の全文は、久喜市ホームページに掲載されています。

平成26年度 市政運営の基本方針

平成26年度 予算編成の基本方針

図るのか伺う。
答

問　生活道路における「ゾーン 30」の推進は歩行者
や自転車の安全のため実施すべきと思う。交通の多い

通学路に対しても実施すべき
と思うがお考えは。
答

久喜市のビジョンについて　他 36項目中抜粋
問　新市の礎は構築できたので今後さらなる発展・成
長のために道筋をつけたいと述べているが、久喜市の
さらなる発展・成長の内容として具体的にどのような
ビジョンをもっておられるか伺う。
答

問　地震・台風・ゲリラ豪雨・竜巻・降ひょうなどの
自然災害への対策、治水対策などの強化をどのように

盛 永 圭 子　議員

飛 翔

年の議会では、小中学校教室へのエアコン設置に意欲
ある答弁があった。今後、どのようにすすめるのか。
答
問　小中学校のプールについて、26年度当初予算に
予定がないが、改修が必要なプールは対応すべきだが。
答

問　市内にある東京理科大学久喜キャンパスの縮小化
計画が大学から公表されて
いる。市は縮小化後の計画
について積極的に関与すべ
きだが。
答

猛暑対策として小中学校にエアコンの設置を　他
問　市有財産の有効活用や有料広告の一層の充実など
行い財源確保をすべきだが。
答

問　豊かな自然を守るために、緑の基本計画では湿地
や水辺も対象にすべきであるが。
答

問　夏の猛暑で、子供の健康や学習に影響がある。昨

石 川 忠 義　議員

政策会議

市政方針を語る田中暄二市長
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デマンド交通を久喜市全域へ
問　高齢者、障がい者、交通弱者のことを考えると、
今回検証し、久喜市全地域に自宅から目的地へドア・
ツー・ドアを目指して検討できるか伺う。
答

　　　　　　　
◇他 31項目

子育て環境日本一を目指すプロジェクトの発足を
問　好条件と環境を生かし、若い方々に久喜市は住み
やすく子育てしやすい街であることなど「子ども・子育
て支援事業計画」の策定に当たって子育て環境日本一
を目指すプロジェクトの発足をし、日本一の子育て環
境づくりの計画を立てて取り組まれてはどうか伺う。
答

齋 藤 広 子　議員

公明党久喜市議会議員団

問　市民の多くが「合併して良いこと（住所が短くなっ
たこと以外）は何もない」という。合併の検証を行う
べきであるが。
答

問　合併してから人口が減少している。子ども医療費
を高校卒業まで無料化するなど、子育て支援などを充
実させ、若者が「住みたくなるような」「埼玉一子育
てしやすい街」をめざせ。
答

問　市内のブラック企業の実態調査を求める。
答

国の増税の嵐から市民の暮らしを守るのが市の責務
問　4月からの消費税増税による市民への影響は、総
務省の家計調査でも、約36億円に上る（年間負担増5
万8,000 円×6万2,000 世帯の計算）。また、高齢者
の医療費増、年金引き下げも嵐のようである。市はこの
嵐から市民の暮らしをしっかり守るべきであるがどうか。
答

杉 野　 修　議員

日本共産党久喜市議団

人口減少社会にどう対応するか
問　久喜市の人口が減少に転じつつある中で、市長は
人口増をめざすのか、子どもの数が減少していく中で、
安心して子育てしていける社会をめざすのか。
答

問　人口と財政の縮小が避けられない中で、公共施設
の新増設はしない、集約化、統廃合を進め、重点を維
持管理に転換していく必要があるのではないか。
答

　　　　　　　　放射能汚染
対策、障害者差別解消法の取
組み、衛生組合のごみ焼却炉更
新と計画見直し、など。

田中市長の多選批判についての見解を問う
問　田中市長は現在 5期目であるが、職員が市長に
対して追従的になっていたり、新たな発想や政策を取
り入れようとする意識が薄いのではないか、行政の現
状維持指向やマンネリ化など、市長多選の弊害が出て
いるとの批判がある。市長の認識と見解を問う。
答

猪 股 和 雄　議員

市民の政治を進める会

 その他の質問 

 その他の質問 



（7）

　2月の定例会の最終日には、議案 7件に対し、延べ 23人の議員が討論を行いました。討論とは、議案等に対
して表決の前段階において賛成又は反対の意を延べることをいいます。その概要を紹介します。

本会議における討論

議　案
第９号

平成 26年度久喜市一般会計
予算について

反 対 杉野　 修 議員 （日本共産党久喜市議団）

議　案
第９号

平成 26年度久喜市一般会計
予算に対する修正案

反 対 山田 達雄 議員 （飛翔）

賛 成 柿沼 繁男 議員 （飛翔）

賛 成 戸ヶ崎 博 議員 （公明党久喜市議会議員団）

賛 成 猪股 和雄 議員 （市民の政治を進める会）

賛 成 春山 千明 議員 （政策会議）

賛 成 石川 忠義 議員 （政策会議）

反 対 岡崎 克巳 議員 （公明党久喜市議会議員団）
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議　案
第11号

平成 26年度久喜市介護保険
特別会計予算について

反 対 渡辺 昌代 議員 （日本共産党久喜市議団）

議　案
第12号

平成26年度久喜市後期高齢者
医療特別会計予算について

反 対 木村 奉憲 議員 （日本共産党久喜市議団）

議　案
第11号

平成 26年度久喜市介護保険特別
会計予算に対する修正案について

反 対 盛永 圭子 議員 （飛翔）

反 対 石川 忠義 議員 （政策会議）反 対 石川 忠義 議員 （政策会議）

議　案
第10号

平成 26年度久喜市国民健康保険
特別会計予算に対する修正案

反 対 大鹿 良夫 議員 （飛翔）

議　案
第10号

平成 26年度久喜市国民健康
保険特別会計予算について

反 対 渡辺 昌代 議員 （日本共産党久喜市議団）

賛 成 盛永 圭子 議員 （飛翔）
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議　案
第17号

平成 26年度久喜市水道事業
会計予算に対する修正案

反 対 並木 隆一 議員 （飛翔）

意　見
第１号

特定秘密保護法の廃止を求める
意見書

反 対 石川 忠義 議員 （政策会議）

賛 成 杉野　 修 議員 （日本共産党久喜市議団）

議　案
第13号

平成26年度久喜市下水道事業
特別会計予算について

反 対 石田 利春 議員 （日本共産党久喜市議団）

議　案
第17号

平成 26年度久喜市水道事業
会計予算について

反 対 石田 利春 議員 （日本共産党久喜市議団）

賛 成 宮﨑 利造 議員 （飛翔）

賛 成 鈴木 松蔵 議員 （飛翔）
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答

認知症対策について
問　認知症の拡大を考えると市としても独自の推進が
必要と思うが如何か。
答

買い物弱者対策について
問　平成 22年 9月議会で質問した買い物マップに関
しての答弁は、大変有効なもので、市内の商工会や福
祉団体と調整を図るとのことであったが、その後の進
捗状況について伺う。
答

避難所運営ゲームＨＵＧについて
問　自主防災組織などで活用するのが望ましいが、出
前講座で導入していくことはできないか伺う。

齋 藤 広 子　議員
公明党久喜市議会議員団

名の下で自己責任論ばかりが優先され、「保険あって
サービスなし」は問題である。最近の具体的な問題で
は①介護保険の生活援助の時間区分が 60分から 45
分に短縮された影響はいまだ大きいのでは。②特別養
護老人ホームの入所基準が厳しくなり、要介護 1、2
が事実上入所出来なくなることで待機者の居宅サービ
スなどの実態調査をすべきだ。③特養ホームの待機者
を将来どのように改善・解消するのか伺う。
答

「プログラム法」と介護保険制度の改悪について
問　安倍政権による消費税増税と一体的にすすめられ
いる社会保障制度改悪の「プログラム法」により、介護、
年金、生活保護など切
り捨てが行われようと
している。2000 年に
介護保険制度開始で、
医療と福祉のはざまで
「介護の社会化」「家族
の負担の軽減」をめざ
す目的は失われる一方
である。自助・自立の

木 村 奉 憲　議員
日本共産党久喜市議団

南栗橋地区の近未来図について
問　液状化対策を講じながら南栗橋地区の近未来図を
描く必要がある。交通の利便性が大変良く転入者の多
かった住宅地の姿を取り戻すためには、まず液状化問
題の解決をいかに進める
かである。その点を伺う。
答

防災問題について
問　災害時、幼稚・保育園児、小中学生の被害を最小
限にするには、防災訓練を地域住民と連携して行うこ
とにある。また、中学生の力を役立たせる防災教育の
あり方、聴覚障がい者への緊急防災連絡方法や「受援」
の整備はできているか。液状化、地震、洪水を含むハ
ザードマップの作成はいつになるか。
答

田 村 栄 子　議員
市民の政治を進める会

防災時の備え
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要のある作物を振興し、農地のフル活用を図り、水路
や農道など多面的機能の維持のため直接支払いを創設
すると発表した。所得倍増を実現する成長産業とする
ため、市が考える具体的な振興施策について伺う。
答農業の具体的な振興施策について

問　農業は昔から先人たちの努力により食料の生産だ
けでなく自然環境や防災機能に寄与するなど、かけが
えのない財産である。しかし近年、社会環境や経済状
況の変化から、担い手の減少と従事者の高齢化により
耕作放棄地の増加が一
段と危惧される現状で
ある。このことから政
府は農地集積バンクと
称して生産現場の構造
改革を進め、更に米の
「減反」を廃止し、需

内 田 　 正　議員
政策会議

市道久喜 219 号線及び久喜 1357 号線の通学路交通
安全対策について
問　市道久喜219号線東谷橋から延長の通学路は30
キロの速度規制を設け、市道久喜 1357 号線には道
路鋲を設置するなど何らかの対策をするべきだがいか
がか伺う。
答

　　　　　　　　◇総合
運動公園にトイレを設置
すべき。　◇総合運動公
園「自然林」の管理を強
化すべき。

給食費未納問題について
問　久喜市の給食費未納額は、平成 22年度に約 532
万円、23 年度に約 431 万円、24 年度に約 467 万
円となっている。就学援助制度等の対象外の方や悪質
な未払い者については、市と教育委員会が未納を防ぐ
努力が必要。学校や地域の努力では限度があるがいか
がか。
答

春 山 千 明　議員
政策会議

が、できるだけ財産調査をして、公平性の観点から時
効消滅とせずに請求を行う必要があるが市の考えを問
う。
答

　　　　　　　　◇栗橋地区の文化財を広く
内外にＰＲすべきであるが。　◇下水道未接続地域の
解消に努力するべきであるが。　◇交通安全対策を積
極的に進めるべきであるが。

市は、不納欠損とならないよう努力すべきである。
問　不納欠損とは、市に納める税金や料金などのう
ち、市が徴収をあきらめる欠損金である。法令により、
破産や生活困窮、死亡等により不納欠損となるのはや
むを得ないが、資
力があるにも係ら
ず、時効消滅に
よって不納欠損と
するのはできるだ
け避けるべきであ
る。市には膨大な
数の未納金がある

石 川 忠 義　議員
政策会議

市債権徴収担当窓口

東谷橋、昼間はあまり通らない車も朝の登校時は
1分間に数10台の車が猛スピードで通行します

 その他の質問 

 その他の質問 
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問　シナジスの個別対応について、かかりつけ医とよ
く相談するようホームページで情報発信できるか。
答

　　　　　　　　◇自殺
対策基本条例制定につい
て　◇不妊に悩む方々へ
の特定治療支援事業の充
実について

シナジス注射の接種病院の拡大について
問　平成 25年 6月定例会において、現在市内でシナ
ジス注射を接種できる病院は済生会栗橋病院のみと
なっているが、接種できる病院を増やし、身近なかか
りつけ病院で他の予防接種と同時に接種できるよう質
問した。市としては、済生会栗橋病院以外の市内の医
療機関においても対応できないか、久喜市医師会を通
じて医療機関にお願いをしてまいりたいとの答弁で
あったが、その後の経過について伺う。
答

矢 﨑 　 康　議員
公明党久喜市議会議員団

地域ごとの充足数について伺う。
答

問　全国的に消防団応援事業を実施して消防団を支援
していく取り組みが広がっている。久喜市でも消防団
員を支援する取り組みができないか伺う。
答

消防団の支援と組織維持について
問　久喜市消防団の団員数の増減について、合併後か
ら現在までの推移を伺う。
答

問　久喜市消防団の

梅 田 修 一　議員
飛　翔

問　値上げし過ぎたと言える結果が出ている。値上げ
し過ぎた分は返却するのがものの道理ではないか。
答

　　　　中期計画は老朽化など含めて計画したもの
で、その計画より現金残がある。年金が減り消費税増
税が実施されれば暮らしが一層大変になる。市民の暮
らしを応援するため使用料金引き下げの検討をすべき。
　　　　　　　　◇栗橋商
店街を明るい街に　◇指定
管理となるグラウンド整備
を　◇公民館にある体育
館、スポーツ少年団の利用
を無料に　◇佐間・八甫の
道路（680 号線 ) につな
がる間鎌からの道路整備を

水道料金引き下げ、市民の暮らし応援を
問　平成 24年度水道会計決算で純利益が 7億円、現
金残も 35億円から 41億円と増加。平成 25年度見
込み額は。
答
問　料金改定時検討した 10年間の事業、中期計画と
現在の現金残高を比較すると約 10億円多くある。計
画より多い現金残があると認めるか。
答
問　市民が利用している 13mm、20mm口径の使用
料を 10％引き下げる財源にいくらかかるか。
答

石 田 利 春　議員
日本共産党久喜市議団

市民の生命と財産を守るために
日々鍛錬している消防団

明るい商店街にしてほしい。栗橋八坂
神社どおり　2014.03.02　20時撮影

 その他の質問 

 その他の質問 

 要望 

市政に対する 一般質問
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の暮らし、健康や命を守る施策が必要だ。市長の考え
を伺う。
答

問　平成 24 年度は法定外繰入を 7億 8000 万入れ
たがこれは県平均並みである。余剰金も 10億円出て
いる。基金は 7億円がある。これらを使い引き下げ
るべきだ。
答

問　消費税増税分は社会保障にと言ってきた。久喜市
は 3億円の消費税交付金が増となった。それも使い
市長判断で、市民に対する要求、要望に答えるべきだ。
答

国民健康保険税の引き下げを求める
問　国保税は市民の健康と命にかかわる問題である。
これまで、国保税が払いきれずに引き下げを望む市
民の声を何度も取り上げてきた。すでに滞納世帯は、
4,808 世帯、滞納世帯率は 19.5％である。特に所得
200 万円の夫・妻 45 歳・
子ども2人の4人家族モデ
ルケースでは、36万 6,600
円、所得に占める割合は
18.3％と払いきれる額では
ない。市民の切実な訴え、
要求に応えるべきだ。市民

渡 辺 昌 代　議員
日本共産党久喜市議団

答

問　冠水する前に「雨水をどこに誘導させるか」「ど
の方法が最も効果があるか」などを優先して考えるこ
とが大事だ。久喜市として、ＵＲと冠水対策を前提に
した協議をしていただきたいがどうか。
答

　　　　　　　
　◇東鷲宮駅西
口駅前広場にト
イレ設置など環
境整備を。　◇
被災地支援につ
いて

わし宮団地の冠水対策は、ＵＲと協議して進めよ
問　これまで鷲宮地域の大雨時冠水対策については再
三、議会で対策を求めてきたが、わし宮団地の周辺が、
とりわけ深刻なので改善を求める。まずは「周辺水路
の改修」である。水草が繁茂しており、急ぎ全体的に
浚渫が必要ではないか。
答
問　つぎに「道路のかさ上げ」の手法での改善は。
答

問　団地内の「遊水池の新設・改修」はどうか。

杉 野 　 修　議員
日本共産党久喜市議団

問　4年で利用が 2件ということは、制度がある状
況ではないと思う。ひとり暮らしの高齢者の方に範囲
を広げて助成できないか。
答
問　消防団員の役割は火災予防の面からも重要であ
る。消防団員の増員の取り組みは。
答

デマンドバス運行について
問　これからさらに市民に利用されるデマンドバスを
目指すべきと考える。今後の取り組みは。
答

高齢者世帯における防災対策について　他
問　火災報知機の助成制度はどう進んでいるか。
答

戸ヶ崎 博　議員
公明党久喜市議会議員団

 その他の質問 

冠水したわし宮団地２街区

市政に対する 一般質問
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久喜市が一体化するための道路整備の状況について
問　道路整備について、久喜市が一体化するための道
路整備の状況について伺う。久喜市が一体化するため
の道路整備については私の望むところである。西堀・
北中曽根線の一部ということになると思うが、旧菖蒲
高校部分の一部が整備された。この先、県道北根・菖
蒲線について、市においては、県に要望を行っている
とのことであるが、その内容は。また拡幅整備の見通
しについて伺う。
答

鈴 木 松 蔵　議員
飛　翔

答

問　久喜ＩＣ周辺には未利用地がある。これを活かす
べきであるが。
答

問　菖蒲のパーキングエリアに高速バスのバス停設置
を進めてはどうか。
答

高速交通網を活かすために
問　圏央道の開通まで1年と少しに迫る中、これを活
かす方策として本市を中核とした交通のハブ化を進め
るべきである。
成田・羽田空
港行きバス路
線の新設、長
距離高速バス
の新路線、更
にターミナル
化も進めるべ
きでは。

鈴 木 精 一　議員
飛　翔

駅前広場などの喫煙所を完全分煙とすべき
問　久喜市役所と久喜駅前広場の喫煙場所に建物と排
煙浄化装置を設置して完全分煙を進めるよう求める。
受動喫煙の防止と、喫煙者の理解も得られると思うが。
答
ひとり親家庭に寡婦控除の見なし適用を
問　保育料の算定で、未婚や
非婚のひとり親家庭にも寡婦
控除の見なし適用をするべき
だがいかがか。
答

脱原発依存・持続可能な社会を作るために
問　3･11 福島第 1原発事故以降、これまで小中学校
などでの放射線量測定や給食食材の検査を行ってきた
が、新年度にも継続していくことを確認されたい。
答
問　公共施設への太陽光発電システムの設置を推進す
るべきである。公共施設の屋根を民間に貸して減価償
却終了後に市に移管する民間資金の活用を提案する。
答

猪 股 和 雄　議員
市民の政治を進める会

県道北根菖蒲線の現状

久喜駅東口大通りに、視覚障害者誘導
標示（エスコートゾーン）が設置された

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

 その他の質問 

市政に対する 一般質問

関越自動車道
東北自動車道

圏央道
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され、道路における自転車の左側通行の厳格化が示さ
れた。市として、法改正の周知及び交通教育について
どう取り組むのか伺う。
答

問　幹線道路における自転車道の整備と歩道のない路
側帯の道路標示の考え方について伺う。
答

国外犯罪被害者見舞金制度の創設について
問　市も国外犯罪被害者への支援を検討すべきであ
る。国外犯罪被害者への見舞金
の条例化について伺う。
答

自転車通行の取り組みについて
問　昨年、道路交通法が改正を

岡 崎 克 巳　議員
公明党久喜市議会議員団

問　例えば鷲宮地区の保育園に入所出来ないが、菖蒲
地区なら入所できる場合などは待機児童ではないのか。
答

問　安心して産み育てることと働くことが矛盾なくで
きる社会が理想。潜在的待機児童の把握に努めるべき。
答

潜在的待機児童について
問　待機児童について、発表されている数字はゼロだ
からといって復職や就職を諦めている人もゼロではな
いのではないか。久喜市ではどのような数え方をして
いるか。今年度の待機児童の推移状況は。
答

大 谷 和 子　議員
飛　翔

問　方式の違う給食の 1食当たりの経費を客観的、
相対的に比較する必要がある。栗橋地区小学校の自校
調理方式の 1食当たりの経費を、教育委員会では大
枠でも把握できないのはなぜか。
答

問　昨年 7月に執り行われた栗橋南小学校の竣工式
において、保護者代表が謝辞のなかで、新北校舎の完
成の御礼を述べながら、学校給食が鷲宮学校給食セン
ターから暫定のままの配食であり、自校調理方式に戻
すよう訴えていた。教育委員会には、地域住民、保護
者、子ども達の思いが伝わらないのか。
答

学校給食問題について、教育委員会の姿勢を問う
問　教育委員会では学校給食の今後の有様について、
学校給食審議会に諮問している。教育予算の枠のなか
で、一番多額の税金を使っている学校給食について、
この 3年間、内部評
価つまり行政評価に
よる事務事業評価を
実施していないのは
なぜか。
答

並 木 隆 一　議員
飛　翔

希望の保育園に入りたいが…

自校方式の調理の様子（栗橋小学校）

市政に対する 一般質問
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備すれば交通の利便性も活かされ、県内外からの流入
人口も見込まれる施設となるが如何か伺う。
答

◇救急搬送の継続的
な検証について　◇
久喜中央3丁目冠水
対策について　◇田
園と都市が織り成す
美しい景観づくりに
ついて

公認グラウンドゴルフコース建設について

問　市内のグラウンドゴルフ人口を市はどのように把
握しているか伺う、また、総合グラウンドの隣接地を
借り上げ公園にして公認グラウンドゴルフコースを整

園 部 茂 雄　議員
政策会議

問　民生費は年々増加しているが、受ける側の意識が
大切である。福祉は種まきであり、育成でもある。こ
れがメリハリと力のある福祉であると思うが。
答

問　久喜市社会福祉協議会にはみごとな職員が多いが
どう評価しどう活かすのか。
答

3 地区を元気にする為、1億円出してはどうか
問　市長は分権で権限と財源を地方にと国県に訴えて
来た。3地区にも同様に、総合支所長の裁量に 1億
円を委ねてはどうか。
答

松 村 茂 夫　議員
飛　翔

通学路における学童の安全対策について
問　通学路における危険箇所についてどのような現状
認識を持って対策を協議しているのか伺う。
答公有財産（普通財産）の管理状況について　他

問　普通財産の適正管理、利活用の現状と売却処分に
ついての市の考え方を伺う。
答

問　法定外道路の管理状況と処分（売却）についての
市の考え方を伺う。
答

宮 﨑 利 造　議員
飛　翔

 その他の質問 

 その他の質問 

千畑大台野広場グラウンドゴルフ場
(秋田県仙北郡美郷町 )

市政に対する 一般質問
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効果は大きいと考える。雑誌スポンサー制度を導入す
べきだが、市の見解を伺う。
答

問　久喜宮代衛生組合が策定した一般廃棄物ごみ処理
計画には、全戸を対象としたごみの戸別収集などの新
たな収集方法について検討している。モデル地域を選
定し実施すべきだが、市の考えを伺う。
答

図書館に雑誌スポンサー制度導入を提案
問　雑誌スポンサー制度は、図書館のブックカバーに
企業の広告を掲載するかわりに、その雑誌の代金を広
告主が負担する制度である。久喜市には中央図書館
と菖蒲、鷲宮図書館、
それに栗橋文化会館
図書室がある。年間
の来館者数は、平成
24年度総数で 41万
5,900 人余りの方が
来館をされている。
雑誌へ掲載するＰＲ

足 立 　 清　議員
公明党久喜市議会議員団

答

医療問題について
問　久喜市で、済生会栗橋病院地域救急センターが第
3次救急・救命救急センター化されるまでに越えなけ
ればならない課題や、救急搬送体制見直し等について、
これまで繰り返し議会の場で久喜市として出来ること
にしっかり取り組んでほしい旨主張してきた。今回、
合わせて取り上げた「とねっと」や「医療啓発」の質
問についても言えるが、ある程度の数値目標や計画性、
継続性を持って取り組んで頂き、医療連携が機能して、
救急体制が効率よく回っていくよう、市にはその重要
な課題の牽引役となってほしい。久喜市の医療に対す
る方針や考えを示して頂きたい。

井 上 忠 昭　議員
飛　翔

市議会をインターネットで！
市議会の本会議を
インターネット中継します。
また、録画もご覧いただけます。

久喜市議会のホームページからリンクしています。
http://www.city.kuki.lg.jp/section/gikai/gikai.html

インターネット中継�閲覧件数（平成26年 1月～ 3月利用分）
月 ライブ映像閲覧件数 録画閲覧件数
1 10件 205件
2 2,061 件 707件
3 395件 367件

市政に対する 一般質問
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2月定例会では、28件の議案がそれぞれ所管の委員
会に付託され、審査が行われました。委　員　会

●平成 25年度久喜市一般会計補正予算
　（第 6号）について 原案可決

●平成 26年度久喜市一般会計予算について
 原案可決

●平成 25年度久喜市一般会計補正予算
　（第 7号）について 原案可決

●平成 26年度久喜市一般会計補正予算
　（第 1号）について 原案可決

予算決算常任委員会
●平成 25年度久喜市下水道事業特別会計補正予算
　（第 3号）について 原案可決

●平成 25年度久喜市農業集落排水事業特別会計
　補正予算（第 3号）について 原案可決

●平成 25年度久喜市土地区画整理事業特別会計補正
　予算（第 2号）について 原案可決

●平成 26年度久喜市下水道事業特別会計予算
　について 原案可決

●平成 26年度久喜市農業集落排水事業特別会計予算
　について 原案可決

●平成 26年度久喜市土地区画整理事業特別会計予算
　について 原案可決

●平成 26年度久喜市水道事業会計予算について
 原案可決

●久喜市手数料条例の一部を改正する条例の一部を
　改正する条例 原案可決

●久喜市建築審査会条例の一部を改正する条例
 原案可決

●路線の認定について 原案可決

●路線の廃止について 原案可決

建設上下水道常任委員会

●久喜市社会教育委員条例の一部を改正する条例
 原案可決

●久喜市立体育施設条例の一部を改正する条例
 原案可決

●久喜市栗橋Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を
　改正する条例 原案可決

教育環境常任委員会

●平成 26年度久喜市土地取得特別会計予算について
 原案可決

●久喜市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
　費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
 原案可決

●財産の取得について 原案可決

●埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について
 原案可決

総務財政市民常任委員会

●平成 25年度久喜市国民健康保険特別会計補正予算
　（第 2号）について 原案可決

●平成 25年度久喜市介護保険特別会計補正予算
　（第 3号）について 原案可決

●平成 25年度久喜市後期高齢者医療特別会計
　補正予算（第 3号）について 原案可決

●平成 26年度久喜市国民健康保険特別会計予算
　について 原案可決

●平成 26年度久喜市介護保険特別会計予算について
 原案可決

●平成 26年度久喜市後期高齢者医療特別会計予算
　について 原案可決

福祉健康常任委員会
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友好都市青森県野辺地町議会が
　　 久喜市に視察に来訪されました。

　平成 26年 1月 21日に、久喜市と友好都市を締結している青森県野辺地町の町議会が久喜市に行政視察のた
め来訪されました。
　当日は、委員会室で久喜市の概要説明、議場見学の後、各総合支所や本多静六記念館等を視察しました。その後、
久喜市役所に戻り、久喜市議会議員との懇談会を行い、意見交換しました。

久喜市の概要説明の様子 議場内見学の様子

市内見学の様子（本多静六記念館）

議員懇談会の様子



No.17 久喜市議会だより

◆「久喜市議会だより」は、森林資源保護のため再生紙を使用しています。◆
◆コスト表示…この「久喜市議会だより」は、60,200 部作成し、１部当たり 10.8 円です。

◎齋藤�広子　○園部�茂雄
　石田�利春　　井上�忠昭
　大谷�和子　　田村�栄子
　並木�隆一　　盛永�圭子
　内田�正　　　鎌田�忠保
　岡崎�克巳

　（◎委員長　○副委員長）

　3月 2日㈰に菖蒲地域で行われていた
“しょうぶ健康ウォーク”が今年で最後
となるかも知れません。地域の皆さんが
協力し合い行ってきた行事がなくなると
いうことは非常に残念です。
　今期、このメンバーで作成にあたった
議会だよりが最後となります。皆さんに
読みやすく、親しまれる議会だよりとな

るよう、広報委員一同努力してまいりま
した。表紙の写真は各地域での行事や珍
しいものなどを二人一組で写真に収めま
した。これからも皆さんに愛される議会
だよりを目指してまいりたいと思いま
す。ご意見・ご要望がございましたら議
会広報委員会までお寄せ下さい。
� （盛永）

編集後記 広報委員会委員

◆ 議会傍聴者等集計表 ◆ 議会を傍聴
　してみませんか（平成 26年２月定例会）

●特定秘密保護法の廃止を求める意見書

○�市議会は皆さんが自由に傍聴
　できます。
　本会議　定員 50人
　常任委員会、議会運営委員会、
　代表者会議、全員協議会、　定員 15人
○�手話通訳をご希望の方は、事前にお申し込みく
ださい（日程等については、ご相談に応じます）。

○問合せ　議会事務局
　　　　　TEL�0480︲22︲1111
　　　　　議会傍聴に関すること（内線5111、5114）
　　　　　手話通訳に関すること（内線5112、5113）
　　　　　FAX�0480︲21︲6061
○�議会のホームページでも傍聴についてご案内し
ています。

期　日 内　　容 一般
傍聴者数

平成26年2月　3　日 委員長報告、議案上程 2人
平成26年2月11日 代表質問 19人
平成26年2月12日 市政に対する質問 16人
平成26年2月13日 市政に対する質問 15人
平成26年2月17日 市政に対する質問 25人
平成26年2月18日 市政に対する質問 39人

平成26年2月20日 議案質疑、議員提出議案上程、
委員会付託 2人

平成26年3月　6　日
委員長報告、
議員提出議案質疑、
討論・採決、
閉会中の継続審査

6人

計 124人

本会議

議会の詳細は
　 「会議録」で
　議員の発言内容を詳しくお知りになりたい方は、
市役所（議会事務局）、各総合支所、市立図書館、
公文書館で「会議録」が閲覧できます。また議会
のホームページからも「会議録」の検索・閲覧が
できます。ぜひご利用ください。
　なお、2月定例会の会議録は校正事務の都合上、
閲覧・ホームページへの掲載は、5月 15日（予定）
になります。

期　日 内　　容 一般
傍聴者数

平成26年2月11日 議会運営委員会 2人

平成26年2月13日
議会運営委員会 0人
議会運営委員会 0人

平成26年2月20日
議会運営委員会 0人
議会運営委員会 0人
予算決算常任委員会 0人

平成26年2月21日
総務財政市民常任委員会 0人
総務財政市民分科会
（予算決算） 0人

平成26年2月24日
福祉健康常任委員会 1人
福祉健康分科会（予算決算） 0人

平成26年2月26日
建設上下水道常任委員会 1人
建設上下水道分科会
（予算決算） 0人

平成26年2月27日
教育環境常任委員会 0人
教育環境分科会（予算決算） 0人

平成26年3月6日
予算決算常任委員会 2人
議会運営委員会 1人
計 7人

委員会等

意 見 書




